
2022 シラバス（上野） 

仏教教義 

ブッダ釈尊の教えに淵源をもつ仏教の教義は、釈尊の滅後 2000 年を超える歴史の中で、

様々な地域や民族の上で、実に多様な展開を見せてきました。この講義では、そのような多

様な仏教教義の中から特に重要なものを取り上げて、出来るだけ平易に、現代の私たちにも

理解可能な仕方で解説していきたいと考えています。以下に、講義で採り上げる予定の諸テ

ーマを列挙しておきます。 

・古代インドの宗教（バラモン教、沙門） 

・釈尊の成道までの歩み（仏伝） 

・釈尊の最初の説法（中道、四聖諦）、 

・迷いと悟りのからくり（十二縁起） 

  ・釈尊の成道後の生き方（仏弟子、悪魔との闘い） 

  ・仏教を聞く者と聞かない者の違い（第二の矢を受けず） 

  ・聖典の成立（結集、経、律） 

  ・四法印（諸行無常、一切行苦、諸法無我、涅槃寂静） 

  ・部派仏教の思想（アビダルマ、説一切有部） 

  ・大乗の空思想（般若経、中観） 

  ・大乗の唯識思想（アーラヤ識、三性説、菩薩道） 

 講義で使用する資料は適宜配布する予定ですので、特定の教科書を購入していただく必

要はありません。 

（2022.3.11 追記） 

毎週、講義の始まりに文章の書き方についてお話をします。 

使用する書籍は、「残念ながら、その文章では伝わりません/だいわ文庫 E353-1」です。 

 

 


